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当社の製品群は「安心・安全」「防災・減災・復旧」「環境・エコ」をコンセプトに開発を推進しています。
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AZ エルバリア工法

昨年に引き続き、6 月 3 日・4
日の 2 日間、「夢メッセみやぎ」

（仙台市）で開催された EE 東北’
15 に出展しました。
EE 東北’15 とは、建設事業に
かかわる新技術・新材料・新工
法を展示公開し広く普及する目

的として開催され、土木分野としては東北地区最大の展示会と
なります。今年の EE 東北’15 は「東北の明日を支える新技術」
というテーマで開催され出展者数 310（昨年度 298）出展技術
845（昨年度 782 技術）、来場者数も 2 日間で 14,000 人（昨年
度 12,800 人）と過去最大規模となり新技術への関心と早期復興
への期待が伺えた展示会でありました。
出展内容としては、当社土木分野の基幹資材となるテラセル擁壁
工法を中心に、テラセルの実物大模型、施工実績パネルなどを展
示しました。
当社関連ブースとして、Geo BANK 工法研究会のブースでは落
石防護補強土工法 RGB（Rock Geo BANK®）工法、崩壊土砂防
護補強土壁工法 EGB（Earth Geo BANK®）工法、雪崩防護補
強土壁工法 SGB（Snow Geo BANK®）工法を出展、また、新
潟県建設技術センター「Mede in 新潟」のブースでは AZエルバ
リア工法実物大模型の展示もおこないました。
今回の展示会では官公庁職員、建設コンサルタント、建設会社、
建設資材関連会社、学生など多くの方々に当社ブースへ足を運ん
でいただきました。
今後も新工法の開発に取り組み、より多くの皆様に御紹介できれ
ばと思います。

EE 東北’15 への出展
東京インキ株式会社　仙台営業所　太田　彰彦（札幌市 出身）
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東京インキブース展示会の状況 Made in 新潟ブース
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世界文化遺産、富士山 4 合目で
RGB（ロックジオバンク）工法採用！
Rock Geo BANK® 工法
東京インキ株式会社　加工品営業部　平岡　勝（青森県八戸市 出身）

2013 年に世界文化遺産に登録された、日本を象徴する国内最高
峰の富士山にてRGB（Rock Geo BANK®）工法が採用されました。
RGB 設置箇所は、山梨県の富士スバルライン4 合目の駐車場の
真正面です。

昨年 11 月、氷点下 5℃で時折吹く猛烈な風により
体感気温は氷点下 10℃の極寒の中で施工開始とな
りましたが、4 合目とはいえ平地よりも空気が薄く、
施工立会い中にちょっと動くだけで息がゼーゼー
し、早く麓に下りたいと思いながら施工立会いをし
た事を思い出します。
その後、施工は順調に進み、昨年内に施工は完了す
る計画でしたが、昨年は例年よりも早く積雪があり
工事は中断しました。
施工箇所は例年 5m 以上の積雪があり、沢地形と
いうこともあって雪崩の影響も心配しておりまし
たが、雪解け後の施工再開時には特に RGB には影
響が無く施工が再開でき、6 月中旬に施工完了とな
りました。
今回施工した RGB は、通常の鋼製枠が表面に出る
植生タイプではなく、景観を重視する目的もあり道
路側に茶褐色のブロック積みを施しております。
完成写真を撮りに行った日、麓は晴れていたので
すが4 合目に着く前に濃い霧が発生し、数時間待っ
てようやくこの写真が撮れましたが、実物はもっと
綺麗な仕上がりになっていますので、富士スバルラ
インを利用し富士山にお出掛けの際は是非ご覧く
ださい。

■ 工事概要
施　　主：山梨県富士・東部建設事務所
工 事 名：一般県道富士河口湖富士線
　　　　　道路改良工事
施工会社：株式会社吉野土建
施工現場：富士山 4 合目




